
心理的競技能力，集団凝集性，集団効力感および 
スポーツ集団のチームイメージ評価の関連性 

−−大学サッカー部を対象にして−− 

山家 龍汰 （競技スポーツ学科 スポーツビジネスコース） 

指導教員 山本 達三 
 

キーワード：チームパフォーマンス，チーム調和
 

1．緒言 

 スポーツ組織が組織目標を達成するために

は，選手のモチベーションマネジメントや組織

成員全体の心理的状態をコントロールすること

が重要である． 

徳永ら（2000）は，心理的競技能力について

競技レベルの高い選手ほど心理的競技能力が高

く，競技レベルの低い選手は心理的競技能力が

低いということを報告している．また，阿江

（1985）は，集団の心理的側面である集団凝集

性について「競技レベルが高くなるにつれ，競

技志向が大きくなり，競技レベルの低下ととも

に，レクリエーション志向が大きくなる」こと

を報告している．さらに，集団効力感について，

河津ら（2012）は，チームパフォーマンスと正

の関連性を有していることを報告している． 

竹村ら（2013）は，上記の個別に行われてき

たスポーツ集団の心理状態の測定尺度を利用し

て，スポーツチームのイメージ評価と集団凝集

性，集団効力感との関連性を検討している．本

研究では，竹村の研究(2013)に，徳永の心理的

競技能力を加え，集団凝集性，集団効力感，ス

ポーツ集団のチームイメージ評価の 4要因の関

連性を明らかにすることを目的とする． 

2．研究方法 

滋賀県スポーツ単科大学に所属する学生の

サッカー部チーム T・チーム Iを対象とし,アン

ケート調査を行った.質問内容は,心理状態診断

検査(DIPS-B.1)，集団凝集性項目テスト，集団

効力感尺度，スポーツチームイメージ評価尺度

とし，2週毎の 5回のパネル調査を実施した．  

3．結果 

 表は全サンプルで重回帰分析を行った結果で

ある．集団凝集性や集団効力感に対して，チー

ムイメージ評価の因子で多く有意な関連がみと

められ，心理的競技能力では競技意欲が各因子

に対して多く有意な関連がみとめられた．競技

レベルではチーム Tが上位，チーム Iは下位チ

ームとなる．チーム別に分けた結果，上位チー

ムは下位チームよりも心理的競技能力と集団凝

集性，集団効力感の関連がみとめられなかった． 

 

4．考察 

樫塚ら（2008）の先行研究によれば，集団凝

集性は心理的競技能力の「自信」と「作戦能力」

が関連していることで高まり，試合成績や競技

パフォーマンスに影響すると指摘されているが，

本研究の分析では，集団凝集性の「目標への準

備」に対して「作戦能力」のみ弱い関連性が認

められた．但し，「集団相互支援効力感」，「チー

ム調和」では，一定の関連性がみとめられ，高

い値を示した． 

 集団効力感では，竹村ら（2013）の指摘通り，

チームイメージが高く備わっているとき，集団

のまとまりやチームが結束することへの意識が

高くなるという結果となった．今後の課題とし

て，大学内での比較だけでなく，他大学を加え，

集団のまとまりと，選手個々の個人要因との関

係を検証することにより，それぞれの特性を把

握でき，チームマネジメント向上に貢献できる

と考える． 
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